
ますますご陰鳥のことと紳霊び申し上げます。
電機品に対し、格別のご受田雑賜 り有館く厚 く御キL申し上げます。
船貫空施断翻に関しましては、一部のお客様でトリップラッチの観による投入不具合が
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内での再現試撤総民からも、市場において今後弱生する可胞性は極めて少依いと寄無じ
。しかじ窄ら、 トリツプラッチは消断器の量翌な部品であるとの部船から、同H寺期生産
品につきましては、定期点報守の機会を提えまして野社による点検と実施 し、万食を期
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JNEC一 DV-2967

辞お1客1様用露:

VF-8/13形 真空遮断器(VCB)投入動作不具合時の応急処置要領

VF-8/13形 VCBの 投入動作ができない事象が発生した場合、その原因として油切れの可能

性があります。この場合、下記の処置で投入可能となりますので、万一発生した際はこの要領に従つ

てください。

投入ハンドルにて、手動でゆつくりとフェースプレー トの表示に従つて、投入方向
へ操作して ください。(いくらゆっくりと操作しても主接点の動作速度とは関係なく、
問題ありません。)

なお電動タイプの場含は、付属品となっている手動操作ハンドルを差し込み、蓄勢
位置から更に投入位置までゆっくりと操作してください。
(投入できるまで、数回試みてください。)

:聾::::1簿筆聾:謎::: 応急処置フ回一

上記 1の操作でも投入できない場合は、

(1)主 回路部の検電 (停電の確認)

(2)VCBを 開極し、 「切」状態を確認

(3)電 動タイプの場合、制御電源を切って手動

で 「入」 「切J操 作を行い、ぼね放勢

の確認を行つた上、次の要領で注油して下さい。

潤滑油は、

弊社指定品:具工業株式会社のグリースメイト
No8 1058、 または応急的にお手持ちの

マシン油をご使用ください。

2-l Rタ イプ

図1の簡所に注油後、10国 程度の開開動作を

行い、油をにじませる。

2-2 P,N,引 出しタイプ

操作機構カパーを外し、図2の 苗所に注油後、

10回 程度の開開動作を行い、油をにじませる。

上記の応急処置を行つた場合は、その結果の如何にかかわらず、メーカヘご連絡下さい。

投入不具合発生

投入ハンドルのゆつくり操作

主回路部停電、確認

投入ハンドルのゆつくり操作

メーカヘ粟急連絡メーカヘ連絡
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上部カパーを外して 日 方向より見た図

VCBと 開放状態
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【注油要領 】

(1)上部カバーの取 り外 し。

(1)-1ナイロンリベット

(2ケ 所 )を 外す。

(2)-2上部カバーを外す。

(2)操作機構部のA部 穴より

下方向へ向って注油する。図 -1
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図-2

【注油要領 】

(1)操作機構カバーの取外 し。

(1)-1ボル トM8(4ケ 所 )

を外す。

(2)-2操作機構カバーを外す

(2)採作機構部の①～②の穴部

に注油する。
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JNEC一 DV-2963

筆語1書1様1開署
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VF-8/13□ H―A形真空遼断器(VCB)投 入動作不具合時の応急処置要領

VF-8/1 3 AttVC Bの 投入動作ができない事象が発生した場合、

の可能性があります。この場合、下記の処置で投入可能となりますので、

要領に従ってください。

その原因として油切れ

万一発生 した際liこの

応急処置フロー

投入ハンドルにて、手動でゆつくりとフェースプレートの表示に従つて、投入方向
へ操作げてください。(いくらゆっくりと操作しても主接点の動作速度とは関係なく、
問題ありません。)
なお電動タイプの場合は、付属品となっている手動操作ハンドルを差し込み、蓄勢

位置から更に投入位置までゆっくりと操作してください。
(投入できるまで、数回試みてください。)

上記 1の 操作でも投入できない場合は、

(1)主 回路部の検電 (停電の確認)

(2)VCBを 聞極 し、 「切」状態を確認

(3)電 動タイプの場合、制御電源を切って手動

で 「入」 「切」操作を行い、ぼね放勢

の確認を行つた上、次の要領で注油して下さい。

潤滑油は、

弊社指定品:呉工業株式会社のグリースメイト
No.1058、 または応急的にお手持ちの

マシン油をご使用ください。

2-l Rタ イプ

図1の箇所に注油後、10日 程度の関開動作を

行い、泊をにじませる。

2-2 P,N,引 出しタイプ

操作機構カパーを外し、図2の箇所に注油後、

10回 程度の問闘動作を行い、油をにじませる。

上記の応急処置を行つた場合は、その結果のタロ何にかかわらず、メーカヘご連絡下さい。

/2‐

投入不具合発生

投入ハン ドルのゆつくり操作

主回路部停電、確認

投入ハンドルのゆつくり操作

メーカヘ緊急連絡メーカヘ連絡

(1/2)



上部カバーを外 して □ 方向より見った図
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【注油要領 】

(1)上部カバーの取 り外 し。

(1)-1ナイロンリベット

(2ケ 所 )を 外す。

(2)-2上部カバーを外す。

(2)操作機構部のA部 穴より

下方向へ向って注油する。

上部カパー (黒)

ロンリベ ット

VCB“ 開放状態
"

※注油箇所
――

図-2

V F - 8 / 1 3 N M― A形 外観

【注油要領 】

(1)操作機構カバーを取外す。

(1)-1ボルトM8(4ケ 所 )

を外す。

(2)-2操作機構カバーを外す

(2)操作機構部の①～③の穴部

に注油する。
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JNEC― DV-2969

器浴1害1様翔社

VF-8/13□ M―A形真空遮断器(VCB)投 入動作不具合時の応急処置要領

VF-8/1 3 AttVC Bの 投入動作ができない事象が発生した場合、

の可能性があります。この場合、下記の処置で投入可能となりますので、

要領に従ってください。

その原因として油切れ

万一発生した際はこの

応急処置フ 回T

投入ハンドルにて、手動でゆつくりとフェースプレートの表示に従つて、投入方向
へ操作してください。(いくらゆつくりと操作しても主接点の動作速度とは関係なく、
問題ありません。)
なお電動タイプの場合は、付属品となっている手動操作ハンドルを差し込み、蓄勢

位置から更に投入位置までゆっくりと操作してください。
(投入できるまで、数回試みてください。)

上記 1の 操作でも投入できない場合は、

(1)主 回路部の検理 (停電の確認)

(2)VCBを 開極 し、 「切J状 態を確認

(3)■ 動タイプの場合、制御ヨ源を切って手動

で 「入」 「切」操作を行い、ぼね放勢

の確認を行つた上、次の要領で注油して下さい。

潤滑油は、

弊社指定品:具工業株式会社のグリースメイト

No.1058、 または応急的にお手持ちの

マシン油をご使用ください。

2-l Rタ ィプ

図1の宙所に注油後、10日 程度の開閉動作を

行い、油をにじませる。

2-2 P,N,引 出しタイブ

操作機器カバーを外し、図2の苗所に注油後、

10回 程度の開蘭動作を行い、油をにじませる。

:翌i華:養:轟:襲!襲翌!寵韻華
上記の応急処置を行つた場合は、その結果の如何にかかわらず、メーカヘご連絡下さい。

投入不具台発生

投入ハンドルのゆつくり操作

主回路部停記、確認

投入ハンドルのゆつくり操作

メーカヘ緊急連絡メーカヘ連絡

(1/2) F牛



【注油要領】
(1)操作機構ヵバーを取外す。
(1)-1ポ ルトM8(4ケ 所)を外す。
(1)-2操 作機構カバーを外す。

(2)操作機構部の①～③の穴部に注油
する。

い cθ_

戸。い
ポル ト

操作機構ヵパー (拝R)

VF-8/13EM― A外観
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JNEC― DV-3004

子済碧1様開繁
ii::!i:!!:|:11:iili:::|:!:iril:::!,ilii:!::::i:i,1:||:

VF-8/13EM/FM― A形真空遮断器(VCB)投 入動作不具合時の応急処置要領

VF-8/1 3 AttVC Bの 投入動作ができない事象が発生した場合、

の可能性があります。この場合、下記の処置で投入可能となりますので、

要領に従ってください。

その原因として油切れ

万一発生した際はこの

応急処置フロー

付属品となつている手動投入ハンドルをハンドル挿入口に差し込み、蓄勢位置から

更に投天位置までゆっくりと操作してください。

(投入できるまで、数回試みてください。)

上記 1の 操作でも投入できない場合は、

(1)主 回路部の検記 (停電の確認)。

(2)VCBト リップボタンを押 し、 「切」状態

を確認。

(3)制御プラグを抜いた後、手動での 「入」
「切J操 作を行い、ばね放勢

の確認を行つた上、次の要領で注油して下さい。

'間デ骨デ由は、

弊社指定品:具工業株式会社のグリースメイト

No8 1058、 または応急的にお手持ちの

マシン油をご使用ください。

-1 引 出しタイプ

操作機構カバーを外し、図1の箇所に注油後、

10回 程度の開閉動作を行い、油をにじませる。

モ3報章斑i韓拐!窓lω!運紹韮言

上記の応急処置を行つた場合は、その結果の

如何にかかわ らず、メーカヘご連絡下さい。

投入不具合発生

投入ハンドルのゆつくり操作

主回路部停電、確認

キュービクルからVC日 の取出し

投入ハンドルのゆつくり操作

メーカヘ緊急連絡メーカヘ連絡

(1/2)

/と
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【注油要領 】

(1)上部カバーの取 り外 し。

(1)-lPナベネジ (2ケ 所 )

を外す。

(2)-2上部カバーを外す。

(2)操作機構部のA部 穴より

下方向へ向って注油する。

上部カパー (透明)

VCB“ 開放状態
】

操作機構カパー(黒)
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【注油要領】

(1)操作機構カバーの取外し。

(1)-1ボルトM8(4ケ 所)

を外す。

(2)…2操作機構カバーを外す

(2)操作機構部の①～③の穴

部に注油する。図-2
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